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　【目的】短大家政科の実習科目である｢被服構成及び実習｣において。近年顕著な傾向が

みられる。それは。実習内容(方法・教材など)の変化である。その実態を把握し、変化

の要因を分析し、望ましい将来への展望を探求することを目的とする。

　【方法】過去10年以上の間に担当した実習科目の内容の変化を顧みる、と同時に社会状況

や学生の意識の変化をもふりかえり、その要因を分析する。

　【結果】まず。実態として、従来より基礎的であると認識されてきた実習内容の範囲の縮

小・技術の低下が顕著である。実習内容の変更(修正・改善)は再々検討され実施されて

きた。その背景には。①最近20～30年間の社会生活全般の激変が存在する。衣生活環境も

例外ではない。②それに伴う若者(学生)意識の変化がある。豊富な品々とあふれるほどの

情報の申で成長してきた若者達の意識と行動は、まさに未知数に満ちている。

対応としては。この動かし難い実態(実習内容の範囲の縮小・技術の低下が顕著)をどの

ように解釈するかが問題となる。過去に拘泥すると。現実あるいは将来を悲観することに

なりかねない。しかし、肯定的に解釈すれば、真に必要な範囲や技術が精選される。歓迎

すべきことであるということもできる。そのためには、当然。基礎的であるとされること

の意味を充分に理解し技術が徹底的に修得できる実習であることが肝要となる。しかも。

楽しみつつ独自性を発揮したいと望む若者達が。魅力を感じることのできる実習でなくて

はならない。１年次必修では基礎的課題と適度の自由度で意欲が喚起される作品を制作、

２年次選択では独創性が発揮され満足度の高い作品を制作し発表する機会をも設定する。
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　1998年の学習指導要領の改訂により、家庭科で被服製作に費やせる授業時間数が減少する
ことが懸念される。そのような状況下で日常生活での被服製作技術の必要性や技術力を知るこ
とは、被服教育に対する国民的なコンセンサスを得るために、また、各学校段階で必要な技術

を精選する上で必要なことと考える。そこで、1998、1999年に、首都圏の女子短大生306 名と
その両親をを対象として、アンケート調査を行った。アンケートの内容は、縫製技術や被服の

補修技術、被服製作品に関して、自分の現在または近い将来における必要性と、現実にそれが
できるかどうかについて、また、それらの技術を小・中・高校のどの段階で学習するのが適当
と考えるかについて、衣生活行動についての合計169項目である。主な結果は次のようである。
　①学生、母親、父親ともに、全般的に、必要だと考える技術は、現実に自分でできるもので
あり、不要とするものはできないという傾向であった。　②日常生活で必要な技術は、学生・
母親ともに、手縫いの基礎的な技法（なみ縫い、返し縫い、まつり縫い、ボタン・スナップつ
け）とミシン操作、袋物・カバー類の製作であるとしていた。　③服作りについては必要とし
ていなかった。母親は、現実に簡単な服作り（子供服、パジャマ、スカートなど）は、やれば

できるとしているものの、必要性を認めていなかった。　④父親はワイシャツや上着のボタン
付けは必要で、やればできる技術だとしていたが、ほころびや裾の補修、ミシンの操作は必要
ではないし、できないとしていた。　⑤学校段階別の技術学習の適時性については、学生・母
親ともに、手縫いの基礎技法やミシンの操作は小学校で、簡単な衣服の補修は中学で、簡単な
衣服製作は高校で、手の込んだ製作は大学・専門学校がよいとしていた。学生は、大学での学
習に多くを期待しているが、母親は中学・高校でより多く学習してほしいと考えていた。
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